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Ａ．研究目的 
AYA世代がん支援チームを設置し、院内に入院又
は通院している AYA世代がん患者の支援を行う。A
YA世代がん患者の捕捉および把握方法を考案し、
更には個々のアンメットニーズに応えることでAY
A世代がん患者の不安を少しでも緩和することを
研究の目的とした。 

Ｂ．研究方法 
1. AYA世代支援チームの設置
がん診療相談支援チームの小組織としてAYA世代

がん支援チームを設置する。 

2. AYA世代がん患者の捕捉および把握
AYA世代がん患者が入院した際に院内のがん患者

苦痛シートに加えてAYA世代がん患者用のチェッ
クシートに相談内容を記載いただくことで、漏れ
のない捕捉になると考えた。

3. 個々のアンメットニーズの把握
チェックシートを元に個々のアンメットニーズを
把握し、対応することとした。 

4. 事例検討会の開催
多職種からなる支援チームの活動内容を把握し、 

実施できたことを確認する目的で事例検討会を開
催する。 

（倫理面への配慮） 
 患者捕捉については他者へ情報が漏れないよう
な配慮を行った。 

Ｃ．研究結果 

1. AYA世代がん支援体制のない組織にAYA世代が
ん支援チームを設置することができた。AYA世
代がん患者支援の重要性を丁寧に説明するこ
とで関連各所からの理解が得られ、スムーズに
AYA世代がん支援チームを形成できた。

2. AYA世代がん支援には正確な患者捕捉が欠かせ
ない要件である。病棟看護師の協力を得て、A
YA世代がん患者用のチェックシートに相談内
容を各患者に記載いただくことで、捕捉するこ
ととした。

3. チェックシートを病棟看護師が把握し、担当医、 
相談員と共有し具体的な支援を行うこととし
た。

4. 月1回の定期的な支援チーム会を計画している
が、試験的に2回の事例検討会を行った。
小児科で入院治療されている悪性リンパ腫の
患者を通して、学業支援（教諭派遣事業・遠隔
授業など）、精子保存による妊孕性温存を行な
った旨を説明し、チーム内で議論を行なった。 

Ｄ．考察 
 本年度は研究分担者として活動していた組織か
ら異動することとなったが、前任地でのノウハウを
活かして、AYA世代がん支援チームのない組織にお
いてAYA世代がん支援チームを新たに構築できた。 

チーム構築においては関連各所からの理解が得ら
れ、患者捕捉から実際の支援までの流れを速やかに
完成できた。今後は、実際の運用を通して、AYA世
代がん患者支援を行っていく。
AYA世代がんは非常に稀であることから、同世代

の患者が少なく孤立しやすいことが問題となる。コ
ロナ渦であり患者サロンの実施は困難な状況にあ
るが、コロナ収束後には自由参加型のAYA世代がん
患者サロンを開催したい。

Ｅ．結論 
本年度の研究では、AYA世代がん支援チームを結

成し、具体的な活動内容の検討および事例検討会を
開催した。今後も当院においてさらに活発な活動を
していく予定である。 

研究要旨：AYA世代がん患者に対する具体的な支援を実行するために支援チームを立ち

あげ、院内に入院又は通院している AYA 世代がん患者の正確な捕捉および把握を目標

とした。正確な把握を行った後に、実際の支援につなげるべく個々のニーズを確認す

ることとした。 
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なし 
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